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自治体国際化フォーラム 55
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1 多様性豊かで魅力あふれる国際都市を目指して
川崎市長　福田　紀彦
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経済産業省サービス政策課長（兼）教育産業室長　浅野　大介
4 失敗こそ学び！ワクワクすることを探究しよう ～ニューヨークでの生活から見えてきたこと～
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（一財）自治体国際化協会シンガポール事務所　所長補佐　今井　秀敏（北海道池田町派遣）
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～世界の田舎・ニュージーランド教育＆地域社会から学ぶ、地方創生人材育成グローバルモデル～
ニュージーランド・クライストチャーチ市在住　Kiwi-J-Ana Ltd.（KJANZ）  代表取締役　及川　孝信
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（一財）自治体国際化協会ロンドン事務所　主任調査員　アンドリュー・スティーブンス
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長野県教育委員会事務局　高校改革推進役　内堀　繁利
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16 イベント情報・活動報告

現場レポート
20 10 周年記念・2019 日韓共同セミナー開催！

～人口減少や地域間格差に対応するための地域の活性化方策～
（一財）自治体国際化協会ソウル事務所　所長補佐　宮川　靖央（長崎県派遣）

23 全仏地方自治体事務総長組合 (SNDGCT) 年次総会
（一財）自治体国際化協会パリ事務所　元所長補佐　小久保　祐樹（香川県派遣）

24 地域・分野を越えて海外市場に挑む ～海外経済セミナー～
（一財）自治体国際化協会交流支援部経済交流課　主事　渡辺　直子（長崎県派遣）

25 インフラを見る、知る、楽しむ
～世界最大級の地下河川 “ 地下神殿 ” を訪ねて～

（一財）自治体国際化協会交流支援部経済交流課　主査　新野　梓（福島県派遣）
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28 アジアの交流拠点都市を目指して
～外国人にも暮らしやすいまちづくり～
福岡市総務企画局国際部国際政策課

JET 活躍の現場から
30 外国人目線で観光・日常生活における言語バリアフリーを実践

金沢市国際交流課

JET からの手紙
32 悩みの日々を乗り越えて

新潟県国際課　国際交流員　Bui Phuong Thao （ブイ・フオン・タオ）

国際化の最前線から
34 地方自治体 ×SDGs の１つの解

慶應義塾大学大学院　政策・メディア研究科　特任教授　佐久間　信哉

驚クレア
4 4

な体験談 〜 World　見聞録〜
35 南半球の星空 ～見上げてごらん夜の星を in 南半球～

（一財）自治体国際化協会シドニー事務所　所長補佐　髙橋　豪　（青森県黒石市派遣）
36 多様性を実感した２年間

広島市市民局人権啓発部人権啓発課　多文化共生担当課長　河村　千鶴子

表紙写真

約 1,400 人の小・中・高校生が学ぶキリスト教系の公立学校。ニュージーランド
学校制度ではインテグレイテッド・スクール（私立と公立の中間）に分類される。
国際色豊かな学習環境で、23 の民族・国籍を背景に持つ多様な在校生が共に学
び、学業・芸術・音楽・スポーツ等の個性を尊重した学習機会を提供している。
諸外国からの語学留学や正規留学の受入れも積極的に行っており、2020 年３月
現在、日本人・日系の在校生は 31人である。

●自治体国際化協会（CLAIR クレア）とは
　自治体の国際化推進を支援すること等を目的とする自治体の共同組織です。
　 東京に事務局・本部を構え、ニューヨーク、ロンドン、パリ、シンガポール、

ソウル、シドニー、北京に海外事務所を設置しています。JET プログラム
事業、自治体の海外活動の支援、諸外国の地域活性化に関する情報収集、
さらには日本の地方自治体制度の世界への発信などを実施し、自治体と世
界各国の懸け橋となっています。

●JET プログラムとは
　 

●詳細はクレアホームページで！　　http://www.clair.or.jp/

JETプログラム（語学指導等を行う外国青年招致事業）とは、外国青年を
招致して地方自治体等で任用し、外国語教育の充実と地域の国際交流推進
を図る事業です。ALT（外国語指導助手）、CIR（国際交流員）及び SEA

（スポーツ国際交流員）の 3 種類があり、2019 年 7 月 1日現在 57 か国から
5,761 人の青年が国内各自治体で活躍しています。


